
250

180

180

岡山ＩＣ

岡山 JCT

山陽自動車道
山陽自動車道

吉備ＳＡ
吉備スマートＩＣ

岡
山
自
動
車
道

岡
山
自
動
車
道

ＪＲ山陽本線ＪＲ山陽新幹線

Ｊ
Ｒ
桃
太
郎
線

吉備津神社前

流通ｾﾝﾀｰ入口

バラ園北口

高松中学校東

板倉

花尻

庭瀬
久米

野殿
野殿西町

川入

小松橋

中撫川

加茂

小山

備前一宮駅

吉備津駅

庭瀬駅

北長瀬駅

備中高松駅

吉備中山

三光山 (183m)

飯盛山 (113m)

大平山 (191m)

黒住教本部

福田海本部

最上稲荷山妙教寺

鯉喰神社

吉備津彦神社

吉備津神社

真如院

寶泉寺

宋蓮寺

松林寺

真宮神社 岡山西消防署

岡山西警察署
×

㊵岡山県古代吉備
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犬養家旧宅
犬養木堂記念館

㊷宮内城跡

㊶中山茶臼山古墳

㊱真金一里塚
成親供養塔下古墳

㊳藤原成親遺跡
㊲妹尾兼康の墓

㊴石舟古墳

㊹尾上車山古墳㊸矢藤治山遺跡

石舟古墳群

加茂城跡

富山城跡

小丸山遺跡

辛川城跡

㉞伝賀陽氏館跡

小盛山古墳

坂古田古墳

石井山陣跡

鯉喰神社遺跡

日畑廃寺

波止場状遺構

㉝王墓山古墳

庭瀬城跡

二子 14 号墳 (移築 )

惣爪廃寺

下庄遺跡

岩倉遺跡

上東遺跡

川入遺跡

加茂政所遺跡

津寺遺跡

甫崎天神山遺跡

矢部堀越遺跡

矢部奥田遺跡
矢部 41 号墳

矢部古墳群Ｂ

矢部古墳群Ａ

二子御堂奥窯跡群

黒住・雲山遺跡

後池内古墳

足守川遺跡群

高塚遺跡

三手遺跡

中撫川遺跡

㉟撫川城跡

㉜楯築遺跡

㉚備中高松城跡

㉛備中高松城水攻築堤跡

㉙造山古墳

文

文

文文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

吉備小
吉備中

庄小庄中

陵南小

大野小

岡山大安寺中等教育学校

鯉山小

加茂小

庄内小

高松中

高松農業高

中山小

平津小

馬屋下小

桃丘小

中山中

御南小
御南中

西小

中国学園大
中国短大

清心女子高・清心中

P

P

P

P

P

P

P
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足

守

川
笹
ヶ
瀬

川

吉備の中山や足守川の流域には、吉備の津の繁栄

ぶりを伝える集落や墳墓が所在するほか、戦国時

代には織田と毛利の決戦の舞台となりました。

吉備中山とその周辺

川

間

百 旭

川

岡山県総合
グラウンド

岡山ドーム

386
81

玉井宮東照宮

岡山神社

今村宮

往来神社
国長宮

備前国総社宮

天計神社

安住院

普門院

国清寺
徳与寺

蓮昌寺

上生院

浄土寺

法界院

法万寺

妙応寺

曹源寺

仏心寺

大光院

250

250

30
2

180

180

53

53

岡山駅

備前三門駅

西川原・就実駅

高島駅

法界院駅

備前原駅

東岡山駅

大元駅

山陽自動車道

山陽自動車道

ＪＲ山陽本線
ＪＲ山陽新幹線

岡山ＩＣ

岡
山
電
気
軌
道

長岡

中井

大供

番町

柳川

国富
古京

津島

宍甘

嶽

百間川橋

浜三丁目

弓之町東

国清寺北

清心町
交差点

伊福町
四丁目

宗忠神社前

原尾島

祇園西

大和町

大雲寺

内山下

旭東町

新京橋西 野田西

万成東町

笠井山(134m)

操山(168m)

岡山市役所

岡山県庁

陸上自衛隊
三軒屋駐屯地

旭東浄水場

中区役所

岡山県生涯学習センター

北区役所

操山公園里山センター

半田山植物園

岡山中消防署

岡山東警察署
×

〶 〶

〶 〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶
〶 〶

〶
〶

〶

〶

〶

〶〶

〶

〶

〶 〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

〶

文

文

文

文文

文

文

文

文文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

津島小

横井小

伊島小

三門小
石井小

就実大・短大・小

御野小

牧石小

宇野小

旭竜小

富山小

幡多小

三勲小

竜之口小

財田小

高島小

鹿田小

かなりや学園
文

旭東小

清輝小

岡南小

大元小

岡山中央小

岡山大学附中・小

公園・緑地など

緑ヶ丘中 文

旭操小

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文
文

文

文

文

京山中

岡北中

石井中

岡山中央中

桑田中

岡輝中

東山中

富山中

操山中

竜操中

高島中

県立岡山操山高・中

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文 岡山工高

烏城高

東岡山工高

岡山後楽館高・中

岡山商科大学附高

就実高・中

ワオ高
文

岡山一宮高

岡山南高

岡山朝日高

岡山東商高

関西高

創志学園高

明誠学院高

山陽学園高・中

山陽学園大・短大

岡山商科大

岡山理科大・附高・中

ノールダム
清心女子大・附小

岡山大

環太平洋大

岡山大

盲学校

支援学校

東支援学校

聾学校

⑫岡山県立
博物館

⑤岡山大学
　考古資料展示室

⑧遺跡＆ｽﾎﾟｰﾂ
ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

㉘岡山市埋蔵文化財
　センター

⑦津島遺跡

⑬岡山城跡

⑪岡山後楽園

⑲幡多廃寺塔跡

⑭備前国庁跡 ⑭備前国庁跡

⑮百間川一の荒手 ⑮百間川一の荒手

⑮百間川二の荒手 ⑮百間川二の荒手

㉓備前車塚古墳 ㉓備前車塚古墳

宍甘山王山古墳 宍甘山王山古墳

⑰賞田廃寺

都月坂１号墳 都月坂１号墳

③都月坂２号墳 ③都月坂２号墳

②七つ𡉕𡉕古墳𡉕 ②七つ𡉕𡉕古墳𡉕

半田山城跡 半田山城跡

⑥神宮寺山古墳 ⑥神宮寺山古墳

①横井上お台場遺跡 ①横井上お台場遺跡

⑨津倉古墳 ⑨津倉古墳

⑩旧岡山藩藩学跡 ⑩旧岡山藩藩学跡

鹿田遺跡

津島岡大遺跡

操山古墳𡉕

㉒百間川米田遺跡

⑱唐人塚古墳

㉕金蔵山古墳

明禅寺城跡
㉔沢田大塚古墳

㉖旗振台古墳

網浜茶臼山古墳

操山109号墳

㉗湊茶臼山古墳

伊福定国前遺跡南方遺跡

⑯雄町遺跡

㉑百間川沢田遺跡

⑳百間川原尾島遺跡

朝寝鼻貝塚

津島江道遺跡

中島遺跡

津高団地遺跡𡉕

百間川兼基・今谷遺跡

大岩遺跡

田益田中遺跡

④一本松１号墳

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

1　　　　2㎞ 0

1/40,000

Ｎ
岡山市街地
旭川の下流域では、豊かな農業生産を背景に大規

模な集落や有力な古墳が築かれ、江戸時代には城

下町が開かれて政治・経済の中心となりました。

お
か
や
ま
☆
遺
跡
探
訪

吉
備
中
山
と
そ
の
周
辺 

拡
大
図

岡
山
市
南
部
と
そ
の
周
辺

裏
面

表紙・裏表紙：センター上空（岡山市）から南方を望む

岡
山
市
街
地 

拡
大
図

岡
山
市
と
玉
野
市
周
辺

地図の見方
この地図に記した遺跡は３種類に色分けしています。

遺跡を見学するときの注意点

・野外活動に適した服装・靴を身に着けましょう。

・みだりに私有地に入らないようにしましょう。

・草木をむやみに切ったり、田畑を踏み荒らしたりしないようにしましょう。

・まわりの人に「あいさつ」を忘れず、また遺跡を見学していることを説明

 しましょう。

・ハチやヘビ、ウルシなど有害な動植物に気をつけましょう。

●黄色は駐車場等が整備され、見学しやすい遺跡です。

●黒色は専用の駐車場等は整備されていませんが、見学

　可能な遺跡です。

●青色は開発事業に伴い発掘調査を行った遺跡などです。

　消滅したものも多く見学はできませんが、周辺の地下

　にはまだ遺跡が広がっている場合もあります。

〈発行〉

岡山県古代吉備文化財センター

〈所在地〉

〒701-0136　岡山市北区西花尻 1325-3　

TEL 086-293-3211　FAX 086-293-0142

https://www.pref.okayama.jp/site/kodai/

〈交通〉

ＪＲ桃太郎線吉備津駅から徒歩 25 分　

ＪＲ山陽本線・伯備線庭瀬駅から徒歩 40 分

〈展示室案内〉

岡山県内の出土品を展示

開館　9:00 ～ 17:00

休館　年末年始（臨時休館あり）  

入館無料
2022 年 3 月発行

古墳時代中期の前方後円墳で、全長

350ｍは全国第４位の規模。前方部

頂には阿蘇凝灰岩製の家形石棺が残る。

天正10年（1582）に羽柴秀吉が水

攻めをしたことで知られる毛利方の平城

で、公園内には資料館が設けられている。

古墳時代後期の横穴式石室に納められ

た浪形石製の家形石棺を展示。出土品

は東京国立博物館に収蔵されている。

75×61ｍを測る中世の方形居館跡で、

周囲には幅30ｍの堀がめぐる。吉備津神

社の神官を務めた賀陽氏の館跡と伝わる。

寿永２年（1182）に福隆寺畷で木

曽義仲の部将と戦った平家の有力家

人、妹尾兼安の墓と伝わる宝篋印塔。

治承元年（1177）に鹿ケ谷山荘で平

家打倒を謀った藤原成親の配所とされる

高麗寺跡。山門の礎石や成親の墓が残る。

吉備中山山頂にある全長105ｍの前方

後円墳で大吉備津彦の墓と伝わる。線

刻のある器台形埴輪が採集されている。

吉備中山の北西尾根に築かれた戦国時

代の小規模な山城。備中高松合戦にお

ける羽柴方の陣城とも伝わる。

備中高松城の水攻めに際して羽柴秀吉

が築いた堤のあと。近年、発掘された

堤のあとを整備・公開している。

弥生時代後期に築かれた推定全長約80

ｍの墳丘墓で、墳頂には巨石が立つ。旋

帯文石（国重文）の収蔵施設がある。

江戸時代、庭瀬城の一角に開かれた旗本

戸川氏の知行所跡。周囲を土塁と石垣で

囲み堀をめぐらす。当時の総門を移設。

近世山陽道（西国街道）の南北両側に

塚（土盛り）が残る。北塚に黒松、南

塚に榎が植えられていたという。

古墳時代後期の横穴式石室で、竜山石製

の石棺が残る。備前一宮駅構内にある家

形の棺蓋はここから運ばれたと言う。

神明遺跡の袈裟襷文銅鐸（県重文）や上

東遺跡の桃核（日本遺産）、西江遺跡の

特殊器台など、県内の出土品を多数収蔵。

弥生時代末～古墳時代初頭の前方後円

形をした墳丘墓で、特殊器台を伴う。

竪穴式石室に銅鏡・玉類・鉄斧を副葬。

全長138ｍを測る古墳時代前期の前

方後円墳で、形象埴輪や壺形埴輪が採

集されている。別名ギリギリ山。

岡山藩主池田光政が藩士の子弟のため

に設けた学校跡。建物は戦災により焼

失し、石橋が架かる泮池のみ残る。

岡山藩主池田綱政が旭川河畔に造営した

林泉回遊式庭園で、日本三名園の一つ。

芝生地が広がる開放的な景観が特色。

岡山藩が築いた旭川放水路（百間川）の

越流堤。一の荒手は水量調節、二の荒手

は水流の減勢・沈砂の役割を果たす。

弥生時代前期～古墳時代前期の集落跡

で、竪穴住居や高床倉庫、土坑墓を発掘。

宅地から袈裟襷銅鐸も発見されている。

南方遺跡の木製品や金蔵山古墳の埴

輪、千足古墳の石障など、岡山市内の

出土品を収蔵。

操山の北麓に営まれた縄文～室町時代の集落跡。百間川の改修に伴い発掘された。⑳百間川原尾島遺跡では、弥生時代後期の拠

点的な集落を確認。律令祭祀に関わる木製品も出土。㉑百間川沢田遺跡は、弥生時代前期の環濠集落のほか、縄文時代の装身具

を発掘。㉒百間川米田遺跡では、奈良時代の倉庫群や鎌倉時代の橋跡を発掘。備前国の国府津と推定されている。

古墳時代後期に築かれた径16ｍの円

墳で、全長11ｍを測る片袖式の横穴

式石室は操山古墳群で最も大きい。

全長165ｍを測る古墳時代前期末の前

方後円墳。墳丘に飾られた形象埴輪や２

基の竪穴式石室の豊富な副葬品は著名。

宮山墳墓群の特殊器台（国重文）や天

神山古墳の石枕（県重文）など、岡山

県の歴史・工芸・民俗資料を収蔵。

宇喜多・小早川・池田氏が整備した近世

城郭。月見櫓・西手櫓（国重文）が残る

ほか、再興天守は資料館として公開。

飛鳥時代に建立された備前国最古の寺

院跡の一つ。凝灰岩製の壇正積基壇が

残る金堂や塔跡が復元整備されている。

古墳時代後期末の古墳で、全長９ｍを

測る両袖式の横穴式石室には竜山石製

の家形石棺が残る。

古墳時代中期の方墳で、一辺27ｍの

墳丘には埴輪を飾る。竪穴式石室と粘土

槨から鉄製の武器・武具や玉類が出土。

全長120ｍの前方後円墳。埴輪の特徴

から金蔵山古墳に続く中期初頭の築造

と推定。中心埋葬は見つかっていない。

江戸時代末、津山往来に面して設けら

れた砲台跡。径40ｍを測る古墳時

代中期の円墳を利用している。

弥生時代後期に築かれた一辺20ｍの

方形墳丘墓で、列石を伴う。埋葬は竪

穴式石室や土杭墓で、鉄器・玉類が出土。

恩原遺跡の旧石器や楯築遺跡の特殊器

台・弧帯文石など、岡山大学が発掘し

た考古資料を収蔵。

県総合グラウンドにある弥生～古墳時

代の集落跡。農耕開始期の水田や竪穴

住居、高床倉庫などを復元整備する。

古墳時代前期の古墳群。１号墳は特殊器

台形埴輪を伴う全長48ｍの前方後方墳

で、竪穴式石室から銅鏡・管玉等が出土。

京山に築かれた全長45ｍを測る古

墳時代前期の前方後方墳。竪穴式石室
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半田山植物園の最高所にある古墳時代
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安時代の寺院跡。塔跡の中心礎石は長

径2.6ｍもあって県内最大。

県総合グラウンドの陸上競技場に開

設。津島遺跡の出土品のほか、人見絹

江や有森裕子の関連資料を展示。
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総
社
市

早
島
町

岡
山
市

中
区

中
区

東
区
東
区

南
区
南
区

北
区
北
区

豊
島

井
島

石
島

直
島

喜
兵
衛
島

児
島
湖

児
島
湾 (香
川
県
)

公
園
・
緑
地
な
ど

豊
原
北
島
神
社

㉚
備
中
高
松
城
跡

㉟
撫
川
城
跡

㉛
備
中
高
松
城
水
攻
築
堤
跡

㉙
造
山
古
墳

㉜
楯
築
遺
跡

備
中
国
分
尼
寺
跡

こ
う
も
り
塚
古
墳

備
中
国
分
寺
跡

高
松
城
水
攻
め
鳴
谷
川
遺
跡

南
溝
手
遺
跡

㊺
牟
佐
大
塚
古
墳

㊻
大
廻
小
廻
山
城
跡

㊼
浦
間
茶
臼
山
古
墳

亀
山
城
跡

㊽
宮
山
西
塚
古
墳

大
多
羅
寄
宮
跡

池
田
忠
雄
墓
搭

乙
子
城
跡

高
畠
城
跡

麦
飯
山
城
跡

秀
天
の
石
橋

岩
山
城
跡戸

山
城
跡

向
木
見
遺
跡

片
岡
城
跡

胸
上
台
場

鷲
羽
山
遺
跡

菰
池
遺
跡

城
遺
跡

城
遺
跡

㊿
奥
坂
遺
跡

高
尾
貝
塚

⑳
百
間
川
原
尾
島
遺
跡

㉑
百
間
川
沢
田
遺
跡

㉒
百
間
川
米
田
遺
跡

⑯
雄
町
遺
跡

根
岸
古
墳

波
張
崎
遺
跡

西
山
古
墳
群

沖
須
賀
遺
跡

浅
川
３
号
墳

⑦
津
島
遺
跡

⑬
岡
山
城
跡

⑪
岡
山
後
楽
園

⑰
賞
田
廃
寺

④
一
本
松

1
号
墳

㉖
旗
振
台
古
墳

⑩
旧
岡
山
藩
藩
学
跡

㉕
金
蔵
山
古
墳

㉔
沢
田
大
塚
古
墳

⑱
唐
人
塚
古
墳

㉓
備
前
車
塚
古
墳

⑭
備
前
国
府
跡

⑲
幡
多
廃
寺
塔
跡

⑮
百
間
川
一
の
荒
手

⑮
百
間
川
二
の
荒
手

⑥
神
宮
寺
山
古
墳

㊳
藤
原
成
親
遺
跡

㊱
真
金
一
里
塚

㊲
妹
尾
兼
康
の
墓

㊴
石
舟
古
墳

㊹
尾
上
車
山
古
墳

㉝
王
墓
山
古
墳

㉗
湊
茶
臼
山
古
墳

㊷
宮
内
城
跡

㉞
伝
賀
陽
氏
館
跡

㊸
矢
藤
治
山
遺
跡

㊾
塚
山
古
墳

①
横
井
上
お
台
場
遺
跡

①
横
井
上
お
台
場
遺
跡

貝
殻
山
遺
跡

54 ○

下
津
井
城
跡

65 ○

旧
野
﨑
家
住
宅

64 ○

●○60
両
児
山
城
跡

●○

○

55
児
島
湾
干
拓
堤
防

●○56
児
島
湾
干
拓
施
設

●○68
孫
座
古
墳

●○59
常
山
城
跡

●○51
戸
川
家
陣
屋
跡

●○62
彦
崎
貝
塚

●○66
阿
津
走
出
遺
跡

●○67
田
之
浦
御
台
場
跡

●○61
磯
の
森
貝
塚

●○52
妹
尾
住
田
遺
跡

●○57
出
崎
長
崎
遺
跡

●○58
出
崎
灰
出
１
・
２
号
墳

●○53
八
幡
大
塚
２
号
墳

㊶
中
山
茶
臼
山
古
墳

P

P

P

P

P
P

⑫
岡
山
県
立

博
物
館

⑤
岡
山
大
学

　
考
古
資
料
展
示
室

⑧
遺
跡
＆
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ

ﾐｭ
ｰｼ
ﾞｱ
ﾑ

㉘
岡
山
市
埋
蔵
文
化
財

　
セ
ン
タ
ー

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

０
　
　
　
　
１
　
　
　
　
2ｋ
ｍ

1/
80
,0
00

Ｎ

吉
備

中
山

と
そ

の
周

辺
岡

山
市

街
地

●
黄
色
は
駐
車
場
等
が
整
備
さ
れ
、
見
学
し
や
す
い
遺
跡
で
す
。

●
黒
色
は
専
用
の
駐
車
場
等
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
見
学
可
能
な
遺
跡
で
す
。

●
青
色
は
開
発
事
業
に
伴
い
発
掘
調
査
を
行
っ
た
遺
跡
な
ど
で
す
。
消
滅
し
た
も
の
も
多
く

見
学
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
辺
の
地
下
に
は
ま
だ
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

岡
山

市
と

玉
野

市
周

辺
吉

井
川

や
旭

川
、

足
守

川
が

形
成

し
た

岡
山

平
野

に
は

、
か

つ
て

吉
備

の

中
枢

を
担

っ
た

集
落

や
古

墳
、

官
衙

、
寺

院
な

ど
多

く
の

遺
跡

が
見

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

瀬
戸

内
海

航
路

の
要

衝
と

し
て

賑
わ

っ
た

児
島

に
は

、
製

塩
遺

跡
や

山
城

が
残

っ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

岡
山

平
野

と
児

島
の

間
で

は
江

戸
時

代
か

ら
進

め
ら

れ
た

干
拓

の
跡

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

古
墳

時
代

後
期

に
築

か
れ

た
径

3
0

ｍ
の

円

墳
。

全
長

1
8

ｍ
を

測
る

両
袖

式
の

横
穴

式

石
室

に
は

浪
形

石
製

の
家

形
石

棺
を

納
め

る
。

飛
鳥

時
代

の
山

城
跡

。
標

高
1
9
8

ｍ
の

山
上

を

総
延

長
3
.2
km

の
土

塁
で

囲
ん

だ
城

の
面

積
は

3
8
h
a
も

あ
っ

て
鬼

ノ
城

の
規

模
を

上
回

る
。

箸
墓

古
墳

と
よ

く
似

た
古

墳
時

代
初

頭
の

前
方

後
円

墳
で

全
長

1
3
6

ｍ
。

特
殊

器
台

形
埴

輪

を
持

ち
、

竪
穴

式
石

室
に

銅
鏡
・
銅

鏃
を

副
葬

。

古
墳

時
代

後
期

に
築

か
れ

た
径

2
5

ｍ
の

円
墳

で
、

全
長

1
3

ｍ
の

横
穴

式
石

室
に

は
竜

山
石

製
の

家
形

石
棺

を
納

め
る

。

総
合

流
通

セ
ン

タ
ー

内
に

保
存

さ
れ

て
い

る

古
墳

時
代

後
期

の
横

穴
式

石
室

で
、

全
長

５

ｍ
を

測
る

。

早
島

丘
陵

に
営

ま
れ

た
弥

生
時

代
中

期
～

古
墳

時
代

前
期

の
集

落
跡

。
大

型
の

竪
穴

住
居

や
倉

庫
と

み
ら

れ
る

建
物

、袋
状

の
貯

蔵
穴

を
発

掘
。

江
戸

時
代

に
旗

本
戸

川
家

が
開

い
た

陣
屋

跡
。

建
物

は
明

治
時

代
に

取
り

壊
さ

れ
、

現
在

は
石

橋
の

架
か

る
堀

の
一

部
と

井
戸

の
み

が
残

る
。

平
安

～
鎌

倉
時

代
に

営
ま

れ
た

建
物

群
で

、

緑
釉

陶
器

や
越

州
窯

青
磁

な
ど

の
出

土
か

ら
、

港
湾

に
関

わ
る

公
的

施
設

と
推

定
。

古
墳

時
代

後
期

に
築

か
れ

た
径

3
5
ｍ

の
円

墳
。

横
穴

式
石

室
に

納
め

ら
れ

た
竜

山
石

製
の

家
形

石
棺

か
ら

鉄
製

武
器

や
金

製
耳

飾
り

が
出

土
。

標
高

2
8
4

ｍ
の

山
頂

に
営

ま
れ

た
弥

生
時

代
中

期
の

高
地

性
集

落
で

、
竪

穴
住

居
や

貝

塚
か

ら
弥

生
土

器
・
石

器
・
鉄

器
な

ど
が

出
土

。

明
治

3
2

年
（

1
8
9
9
）

に
藤

田
伝

三
郎

が
着

手
し

た
児

島
湾

干
拓

の
施

設
群

。
5
5 （

写
真

左
）

は
石

積
み

の
潮

留
堤

防
で

第
１

期
、

2
期

工
事

に
伴

う
も

の
。

5
6 （

写
真

右
）

は
石

と
レ

ン
ガ

を

使
用

し
、

近
代

和
風

デ
ザ

イ
ン

を
採

用
し

た
樋

門
。

古
墳

時
代

後
期

の
土

器
製

塩
跡

。
作

業
場

は

す
で

に
失

わ
れ

て
い

た
が

、
厚

さ
5
5

㎝

に
も

な
る

製
塩

土
器

の
廃

棄
層

を
確

認
。

径
1
2

～
1
3

ｍ
を

測
る

古
墳

時
代

後
期

の

円
墳

で
、

導
入

期
の

横
穴

式
石

室
を

持
つ

。
埴

輪
や

須
恵

器
・
鉄

製
武

器
・
装

身
具

等
が

出
土

。

標
高

3
0
7

ｍ
の

山
上

に
築

か
れ

た
山

城
。
天

正

３
年
（

1
5
7
5
）
に

起
こ

っ
た

備
中

兵
乱

の
舞

台
。

池
田

氏
に

よ
る

下
津

井
築

城
と

と
も

に
廃

城
。

天
正

1
0

年
（

1
5
8
2
）

の
八

浜
合

戦
に

お
い

て
、宇

喜
多

方
の

陣
所

と
な

っ
た

山
城

。

横
堀

や
畝

状
竪

堀
群

が
良

好
に

残
る

。

児
島

北
端

に
あ

る
縄

文
時

代
前

期
の

貝
塚

で
、

磯
の

森
式

土
器

の
標

識
遺

跡
。

土
器

・
石

器
・

骨
角

器
が

出
土

し
た

ほ
か

、埋
葬

人
骨

も
発

掘
。

磯
の

森
貝

塚
の

東
に

あ
る

縄
文

時
代

前
期

～
晩

期
の

大
規

模
な

貝
塚

で
、

彦
崎

式
土

器
の

標
識

遺
跡

。
多

数
の

埋
葬

人
骨

や
貯

蔵
穴

を
確

認
。

彦
崎

貝
塚

か
ら

出
土

し
た

縄
文

土
器

や
石

器
・

装
身

具
を

は
じ

め
と

す
る

旧
灘

崎
町

内

の
考

古
資

料
や

民
俗

資
料

を
展

示
。

江
戸

時
代

後
期

に
大

規
模

な
塩

田
を

開
い

た

野
﨑

武
左

衛
門

の
旧

宅
。

敷
地

内
に

塩
生

産

の
歴

史
を

紹
介

す
る

資
料

館
が

あ
る

。

慶
長

８
年

（
1
6
0
3
）、

下
津

井
港

を
見

下
ろ

す
丘

陵
上

に
池

田
氏

が
整

備
し

た
総

石
垣

の
近

世
城

郭
。

寛
永

1
6

年
（

1
6
3
9
）

に
廃

城
。

古
墳

時
代

後
期

～
奈

良
時

代
の

製
塩

跡
。

製

塩
炉

や
廃

棄
さ

れ
た

製
塩

土
器

層
の

下
か

ら
、縄

文
時

代
の

土
坑

や
埋

葬
人

骨
を

確
認

。

江
戸

時
代

末
に

岡
山

藩
が

瀬
戸

内
海

沿
岸

に

築
い

た
砲

台
の

一
つ

。
大

砲
を

据
え

た
塁

台

や
砲

具
庫
・
火

薬
庫

、兵
士

居
所

な
ど

を
発
掘
。

古
墳

時
代

後
期

に
築

か
れ

た
径

1
3

ｍ
の

円

墳
で

、
玄

室
長

約
3

ｍ
の

横
穴

式
石

室
が

開

口
し

て
い

る
。

㊺
牟む

さ 佐
大お

お
つ

か

塚
古

墳
（

国
史

跡
）

㊻
大お

お

廻め
ぐ

り

小こ

廻め
ぐ

り

山
城

跡
（

国
史

跡
）

石
室

内
部

石
室

内
部

水
門

跡
（

一
ノ

木
戸

）
水

門
跡
（

一
ノ

木
戸

）

㊼
浦う

ら

間ま

茶ち
ゃ

臼う
す

山や
ま

古
墳

（
国

史
跡

）

空
中

か
ら

見
た

墳
丘

空
中

か
ら

見
た

墳
丘

岡
山

市
教

育
委

員
会

提
供

岡
山

市
教

育
委

員
会

提
供

㊽
宮み

や
や

ま
に

し
づ

か

山
西

塚
古

墳
（

市
史

跡
）

石
室

内
部

石
室

内
部

㊾
塚つ

か
や

ま

山
古

墳

㊿
奥お

く
さ

か

坂
遺

跡

 5
1
戸と

川が
わ

家け

陣
屋

跡
（

町
史

跡
）

 5
2
妹せ

の

尾お

住す
み

田だ

遺
跡

石
室

開
口

部
石

室
開

口
部

近
景

近
景

堀
と

石
垣

堀
と

石
垣

緑
釉

陶
器

緑
釉

陶
器

岡
山

市
教

育
委

員
会

提
供

岡
山

市
教

育
委

員
会

提
供

 5
3
八や

幡は
た

大お
お

つ
か

塚
２

号
墳

家
形

石
棺

家
形

石
棺

岡
山

県
立

博
物

館
提

供
岡

山
県

立
博

物
館

提
供

 5
4
貝か

い
が

ら
や

ま

殻
山

遺
跡

近
景

近
景

5
5
児こ

島じ
ま

湾わ
ん

干か
ん

た
く

拓
堤て

い

防ぼ
う

・
5
6
児こ

島じ
ま

湾わ
ん

干か
ん

た
く

拓
施し

設せ
つ

（
5
6
の

一
部

は
県

重
文

）

 5
7
出で

崎さ
き

長な
が

さ
き

崎
遺

跡

汐
留

堤
防

汐
留

堤
防

常
川

樋
門

常
川

樋
門

製
塩

土
器

の
廃

棄
層

製
塩

土
器

の
廃

棄
層

 5
8
出で

崎さ
き

灰は
い

出で

１
・

２
号

墳

 5
9
常つ

ね
や

ま

山
城

跡
（

市
史

跡
）

１
号

墳
の

横
穴

式
石

室
１

号
墳

の
横

穴
式
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